
 
 
 

 
 
 

   
第
二
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笠
田
高
等
学
校
進
路
指
導
部 

二
〇
一
九
年
六
月
七
日
発
行 

 

一
年
生
が
大
学
訪
問
に 

五
月
二
十
一
日(

火)
 

 
 
 

大
雨
警
報
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
無
事
出
発
し
、
各
大
学
に
到
着
す
る

頃
に
は
快
晴
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
大
阪
商
業

大
学
・
大
阪
経
済
大
学
・
近
畿
大
学
・
関
西
外
国
語
大
学
・
関
西
福
祉

科
学
大
学
・
桃
山
学
院
大
学
・
大
阪
産
業
大
学
・
四
天
王
寺
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
桃
山
学
院
大
学
へ
行
っ
て
驚
い
た
こ
と
は
、
留
学
生
の
方
が
た
く
さ

ん
い
た
こ
と
で
す
。
留
学
生
と
の
交
流
が
多
く
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

豊
富
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
約
７
０
万
冊
を
所
蔵
す
る
図
書
館
も
あ
り

ま
し
た
。
短
期
大
学
と
四
年
制
大
学
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
食
も
美
味
し
く
て
、
毎
日
食
べ
ら
れ
る
な

ん
て
楽
し
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

大
阪
商
業
大
学
で
は
、
学
生
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
ハ
キ
ハ
キ
話

さ
れ
、
内
容
も
分
か
り
や
す
く
て
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
施
設

も
き
れ
い
で
、
た
と
え
ば
、
形
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
机
が
台

形
に
な
っ
て
い
て
、
細
か
い
と
こ
ろ
も
考
え
て
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。 

 

大
学
へ
行
く
か
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
少
し
想
像
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
勉
強
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

Ａ
組

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
大
学
と
は
、
自
分
の
興
味
の
あ
る

分
野
を
よ
り
深
く
勉
強
で
き
る
と
こ

ろ
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
高
校
受
験

が
無
事
終
わ
り
、
浮
か
れ
て
い
る
私

に
、
勉
強
の
モ
チ
ベ
―
シ
ョ
ン
を
上

げ
て
く
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。 

 

近
畿
大
学
に
は
多
く
の
学
部
が
あ

り
、
色
々
な
価
値
観
に
触
れ
ら
れ
る

と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
一

番
惹
か
れ
た
の
は
英
語
村
で
す
。
留

学
に
興
味
が
あ
り
、
身
近
に
留
学
気

分
を
味
わ
え
る
カ
フ
ェ
が
あ
る
の
は

と
て
も
魅
力
的
で
し
た
。 

 

関
西
外
国
語
大
学
は
留
学
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
で
、
キ
ャ
ン
パ

ス
に
外
国
人
の
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
言
語
の
壁
が
な
く
楽

し
そ
う
で
し
た
。
世
界
５
０
カ
国
か
ら
の
留
学
生
と
一
緒
に
住
む
こ
と

が
で
き
る
寮
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。 

 

中
三
の
頃
か
ら
行
き
た
い
大
学
が
決
ま
っ
て
い
て
、
他
の
大
学
に
全

く
興
味
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
大
学
訪
問
で
、
大
学
は
一

つ
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
特
色
の
あ
る
企
画
や
施
設
が
あ
る

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
将
来
の
選
択
が
で
き
る
私
に
と
っ

て
大
切
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

Ｃ
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆
大
学
訪
問
で
最
初
に
思
っ
た
こ
と

は
、
「
自
由
度
が
高
く
て
困
る
」
で
し

た
。
自
分
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
無
気
力
で
優
柔
不
断
な

私
か
ら
す
る
と
、
非
常
に
面
倒
だ
な
ぁ

・
・
・
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
自
由
度
の
高
さ
故
に
自

分
の
能
力
を
最
大
限
に
活
か
せ
る
場
だ

と
、
学
生
さ
ん
の
表
情
を
見
て
実
感
し

ま
し
た
。
関
西
福
祉
科
学
大
学
の
模
擬

授
業
で
、
自
分
の
「
強
み
」
を
育
て
る

こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま
さ

し
く
大
学
は
自
分
の
「
強
み
」
を
育
て

る
場
で
す
。
今
回
「
視
野
を
広
く
し
て

進
路
を
選
ぶ
べ
き
」
と
感
じ
ま
し
た
。
早
く
か
ら
進
路
を
決
め
て
し
ま

う
と
、
視
野
が
狭
く
な
る
。
か
と
い
っ
て
、
視
野
を
広
げ
る
と
な
か
な

か
進
路
が
決
ま
ら
な
い
。
「
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
活
か
せ
る
大
学
」

な
ん
て
、
安
易
に
決
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
の
人
生
を
大
き
く
左

右
す
る
の
が
高
校
卒
業
時
の
分
岐
点
。
そ
れ
を
た
っ
た
の
三
年
間
で
決

め
る
に
は
時
間
が
足
り
な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。 

 
 

 

Ｄ
組 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

☆
大
学
訪
問
で
は
、
高
校
と
大
学
の

違
い
や
大
学
な
ら
で
は
の
特
色
を

明
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
と
大
学
と
の
大
き
な
違
い
の

一
つ
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
自
己
管

理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
高
校
生
に
な
り
少
し

大
人
に
近
づ
い
た
よ
う
に
感
じ
て

い
た
私
で
す
が
、
大
学
生
活
の
大
人

び
た
常
識
に
、
焦
り
を
感
じ
ま
し

た
。
四
天
王
寺
大
学
に
は
、
教
育
・

経
済
・
看
護
等
、
様
々
な
学
科
が
あ

り
ま
し
た
。
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
進
路
選
択
の
視
野
が
広
く
な
り

ま
し
た
。 

 

将
来
の
目
標
は
固
ま
っ
て
お
り
、
大
学
訪
問
に
関
心
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
つ
の
選
択
に
と
ら
わ
れ
ず
、
も
う
一
度
全
体
を
見
回
し
、

初
心
に
か
え
っ
て
考
え
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
に
向

け
て
す
る
べ
き
こ
と
は
勉
強
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

Ｅ
組 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

☆
「
桃
山
学
院
大
学
」
で
は
、
最
初
に
、
学
べ
る
内
容
・
学
生
生
活
・

施
設
設
備
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
大

学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
野
球
場
４
面
が
す
っ
ぽ
り
入
る
広
さ
が
あ
る
そ
う

で
、
「
え
っ
。
マ
ジ
か
」
と
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
人
留
学
生
が

多
く
、
年
間
２
５
０
人
を
超
え
る
そ
う
で
す
。
最
も
こ
の
大
学
で
有
名

な
の
は
ヨ
ハ
ネ
ホ
ー
ル
で
、
外
国
人
と
の
会
話
を
通
し
語
学
力
が
身
に

つ
き
、
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
可
能
に
す
る

場
で
す
。
ま
た
、
外
国
人
と
桃
大
生
が
ペ
ア
と
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
を
訪
れ
、
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
こ
と
で
友
情
が
深
ま
り
、
親
友
へ
と
つ

な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
バ
デ
ィ
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

「
大
阪
経
済
大
学
」
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
つ
な
が
る
力
」
で
す
。

授
業
で
は
、
多
角
的
に
見
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
最
重
要
と
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
例
え
ば
、
歴
史
だ
と
中
身
は
事
実
か
検
証
し
ま
す
。

ま
た
、
入
学
早
々
、
友
人
も
い
な
い
環
境
で
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
と
い
う

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。 

 

三
年
生
の
進
路
選
択
に
向
け
、
重
要
な
こ
と
を
一
年
の
私
た
ち
が
経

験
す
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

Ｂ
組 

 

六
、
七
月
の
予
定 

六
月 

五
日
（
水
）
進
路
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
一･

三
年
） 

 
 
 
 

 
 
 

 

学
問
系
統
別
模
擬
授
業
（
二
年
） 

     

七
日
（
金
）
就
職
保
護
者
説
明
会 

   

八
日
（
土
）
三
年
総
合
学
力
マ
ー
ク
模
試 

   

一
四
日
（
月
）
公
務
員
模
試 

    
 

 
 
 

 

進
学
保
護
者
説
明
会 

 
 

一
七
日
（
月
）
・
十
九
日
（
水
）
三
年
生
模
擬
面
接 

   

二
六
日
（
水
）
～
七
月
二
日
（
火
）
期
末
考
査 

七
月 

二
日
（
火
）
小
論
文
・
作
文
模
試
（
三
年
） 

 

六
日
（
土
）
総
合
学
力
記
述
模
試
（
三
年
） 

 
    

 
 
 

 

総
合
学
力
テ
ス
ト
（
二
年
） 

 

十
日
（
水
）
進
路
Ｌ
Ｈ
Ｒ
（
一･

二
年
） 

   

二
二
日
（
月
）
進
学
希
望
者
小
論
文
講
座 

     
 

 
 
 

 

第
三
回
就
職
模
試 

 
 
 
 

 
 

 

第
一
回
就
職
試
験
事
前
指
導 

 
  

 
 
 
 

 
 

こ
の
時
期
に
す
べ
き
こ
と
は･

･
･
 

 

一
年
生
は
、
ク
ラ
ブ
で
の
初
め
て
の
大
会
を
経
験
し
ま
し
た
。
一
学

期
の
目
標
は
、
部
活
と
学
習
の
両
立
で
す
。
中
学
校
の
復
習
の
要
素
が

多
か
っ
た
中
間
考
査
と
は
ち
が
い
、
期
末
考
査
は
い
よ
い
よ
高
校
で
の

内
容
が
中
心
と
な
り
、
科
目
数
も
倍
以
上
に
増
え
、
範
囲
も
広
く
な
り

ま
す
。
早
く
か
ら
計
画
を
立
て
、
必
要
な
勉
強
量
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。 

 

二
年
生
は
、
ク
ラ
ブ
の
中
心
と
な
る
た
め
、
学
習
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
で
す
、
三
年
間
で
学
習
す
る
内
容
が
最
も
多
い
の
も
こ
の
学
年

で
す
。
こ
の
二
年
生
を
ど
う
過
ご
す
か
が
、
希
望
の
進
路
実
現
が
で
き

る
か
否
か
の
分
か
れ
目
で
す
。
少
し
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
自
分
に
ノ

ル
マ
を
課
し
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

三
年
生
で
は
、
頑
張
っ
て
き
た
ク
ラ
ブ
活
動
が
終
わ
っ
た
人
も
多
い

で
し
ょ
う
。
進
路
決
定
に
全
力
投
球
で
す
。
進
学
は
Ａ
Ｏ
入
試
の
エ
ン

ト
リ
ー
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
就
職
は
、
求
人
票
の
開
示
が
始
ま
り
ま

す
。
準
備
（
募
集
要
項
の
取
り
寄
せ
・
出
願
書
類
や
日
程
の
確
認
・
面

接
練
習
・
志
望
理
由
書
作
成
等
）
が
必
要
で
す
。
何
よ
り
、
次
の
定
期

考
査
に
は
万
全
の
態
勢
で
臨
む
こ
と
が
必
至
で
す
！
こ
の
先
は
学
習
あ

る
の
み
！ 

 


